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視
察
期
間

平
成
26
年
10
月
29
日
・
30
日

視
察
先
と
視
察
事
項

○
長
野
県
駒
ヶ
根
市

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

○
長
野
県
小
諸
市

新
庁
舎
整
備
に
伴
う
都
市
機
能
の
集
約

化
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て
長
野
県
駒
ヶ
根
市
へ

視
察
に
い
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

駒
ヶ
根
市
は
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
て
お
り
天
竜
川
を
挟
ん
だ
肥
沃
な
耕
地
と

豊
か
な
水
を
有
す
る
人
口
約
３
万
人
の
都
市

で
す
。
駒
ヶ
根
市
は
そ
の
肥
沃
な
土
地
で
県

下
で
も
有
数
の
穀
倉
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、

郊
外
で
は
豊
か
な
水
と
土
地
を
活
用
し
た
工

業
が
飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

駒
ヶ
根
市
は
企
業
誘
致
を
強
く
推
進
し
て

い
て
「
ど
ん
な
無
理
難
題
に
も
、
解
決
策
を

考
え
抜
く　

企
業
も
驚
く
盤
石
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
次
々
と
実
現
」
と
謳
い
様
々
な
企

業
誘
致
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

努
力
は
非
常
に
事
細
か
な
こ
と
ま
で
徹
底
さ

れ
て
い
て
、
市
長
自
ら
積
極
的
に
誘
致
し
、

誘
致
し
た
企
業
か
ら
の
難
題
も
市
長
自
ら
対

応
を
伝
え
に
訪
れ
た
り
、
先
行
投
資
を
リ
ス

ク
を
と
っ
て
で
も
積
極
的
に
行
い
、
大
型
案

件
に
は
全
庁
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
あ
げ
て
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
で
図
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

立
地
企
業
が
増
え
て
く
る
と
人
材
確
保
も

積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
駒
ヶ
根

市
で
は
有
効
求
人
倍
率
が
１・
６
倍
を
超
え

る
状
態
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
対
策
に
地
元

企
業
、
職
業
安
定
所
、
地
元
高
校
、
県
の
技

術
専
門
学
校
、商
工
会
議
所
と
共
同
で「
駒
ヶ

根
雇
用
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
高
校
生

の
地
元
就
職
、
大
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
、

社
会
人
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
な
ど
総
合
的
な

人
材
確
保
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
、人
口
増
加
率
は
長
野
県
内
で
平
成
17
年
、

18
年
と
２
年
連
続
で
１
位
、
人
口
は
微
増
傾

向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
駒
ヶ
根
市

に
立
地
し
た
企
業
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
対
応

を
徹
底
さ
れ
て
い
る
同
市
へ
の
信
頼
は
非
常

に
強
く
、
企
業
の
ど
ん
な
要
望
に
も
解
決
策

を
と
こ
と
ん
探
し
、
直
ち
に
実
行
に
移
す
姿

勢
に
賞
賛
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

設
備
に
関
す
る
課
税
の
特
例
も
積
極
的
に

行
い
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
や
超

低
金
利
融
資
制
度
な
ど
、
事
細
か
な
企
業
の

た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
広
報
さ
れ
て
い
ま

す
。土

岐
市
は
日
本
の
中
心
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ

の
駅
や
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も

３
箇
所
と
、
現
代
の
交
通
の
要
所
と
な
っ
て

お
り
、
積
極
的
に
企
業
誘
致
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
誘
致
に

「
待
ち
」
の
姿
勢
、
気
持
ち
が
少
し
残
っ
て

い
る
部
分
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。
駒
ヶ
根
市

の
「
待
っ
て
い
た
ら
チ
ャ
ン
ス
は
来
な
い
」

の
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
部
分
は
非
常
に
見
習

う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

駒
ヶ
根
市
は
豊
か
な
水
源
を
活
か
し
た
精
密

機
器
産
業
の
誘
致
を
推
進
し
た
り
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
土
岐
市
も
硬
い
地
盤
や
立
地
を
活
か

し
た
ア
ピ
ー
ル
を
よ
り
推
進
し
、
人
材
確
保

な
ど
ま
だ
あ
ま
り
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
な

い
部
分
の
強
化
な
ど
取
り
組
む
べ
き
活
動
は

多
岐
に
わ
た
る
と
思
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
整
備
に
伴
う
都
市
機
能
の
集
約
化

に
つ
い
て
、小
諸
市
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

小
諸
市
は
、
長
野
県
北
西
部
に
位
置
し
、

人
口
約
４
万
３
，０
０
０
人
の
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
り
な
が
ら
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
活
力
あ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
る
都
市
で
す
。

小
諸
市
は
市
役
所
の
老
朽
化
に
伴
い
、
建

て
替
え
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
際
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
と
題
し
た
「
街
再
生
計
画

案
」
を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
・
小
諸
厚
生
総
合
病
院
・
図
書
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
都
市
機
能
を

１
箇
所
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
化

社
会
に
む
け
て
、
市
民
の
利
便
性
や
駅
前
商

店
街
の
活
性
化
な
ど
を
図
る
と
い
う
目
的
で

実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
費

用
の
面
や
地
域
住
民
の
意
向
な
ど
課
題
も
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
土
岐
市
も
今
回
の
よ
う

な
大
規
模
な
市
役
所
建
て
替
え
な
ど
の
事
業

の
時
に
先
を
見
越
し
た
都
市
計
画
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

駒
ヶ
根
市

小
諸
市

第
２
常
任
委
員
会

視
察
報
告

視
察
報
告

▶
小
諸
市



土 岐 市 議 会 だ よ り土 岐 市 議 会 だ よ り
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視
察
期
間

平
成
26
年
11
月
13
日
・
14
日

視
察
先
と
視
察
事
項

○
東
京
都
日
野
市
：
日
野
市
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
等
に
よ
る
経
営
改
善
の
状

況
に
つ
い
て

○
神
奈
川
県
相
模
原
市

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
及
び
介
護

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
等
に
つ
い
て

市
民
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
と
経
営
状
況
に

つ
い
て
日
野
市
へ
視
察
に
い
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
日
野
市
は
人
口
約
18
万
人
の
自
然
に

恵
ま
れ
た
住
宅
都
市
と
し
て
、
ま
た
、
発
展

を
続
け
躍
進
す
る
多
摩
地
域
の
中
核
都
市
で

す
。
日
野
市
立
病
院
は
急
性
期
の
医
療
を
担

う
中
核
病
院
で
、
責
任
あ
る
経
営
を
行
う
た

め
、
第
２
次
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
１

年
半
経
過
し
て
お
り
、そ
の
実
情
を
視
察
し
、

我
が
土
岐
市
の
病
院
に
参
考
に
な
る
よ
う
お

話
を
伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日
野
市
立
病
院
で
は
小
児
科
医
師
の
退
職

に
伴
う
分
娩
休
止
で
病
床
利
用
率
63
％
、
純

損
失
７
億
９
千
万
円
（
平
成
20
年
度
）
と
厳

し
い
時
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
病
院

長
と
院
長
相
談
役
が
全
職
員
に
よ
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
要
望
の
実
現
化
や
実
績

主
義
に
よ
る
手
当
等
の
改
善
（
条
件
設
定
し

そ
れ
以
上
の
成
績
の
時
の
み
）を
取
り
入
れ
、

救
急
患
者
２
５
０
件
／
月
、
収
入
１
千
万
円

／
日
、
５
億
円
／
月
等
の
目
標
を
掲
げ
実
績

を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
医
師
は
雇
え
ば

必
ず
儲
け
て
く
れ
る
」
と
考
え
、
日
参
し
て

医
師
を
確
保
す
る
努
力
を
さ
れ
、
あ
る
市
か

ら
小
児
科
医
を
回
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
医
師
数
は
、
36
名
か
ら
58
名
に
増
員

と
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
看
護
師
を
全
国
か
ら

募
集
し
新
人
確
保
が
出
来
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
建
物
維

持
管
理
費
と
し
て
４
億
円
・
運
営
費
と
し
て

３
億
円
で
、
平
成
25
年
の
収
支
は
マ
イ
ナ
ス

１
億
２
，２
０
０
百
万
円
で
大
き
く
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。
医
師
・
看
護
師
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
薬
剤
師
を
確
保
し
、
病

院
経
営
専
門
監
兼
院
長
相
談
役
が
実
質
的
経

営
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
我
が
土
岐
市
総
合
病
院
も
取

り
入
れ
る
こ
と
、
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

相
模
原
は
、
人
口
72
万
人
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
を
背
景
に
都
市
機
能
の
一
大
集
積

地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
政
令
指
定
都
市
で

す
。「

相
模
原
・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

（
悠
遊
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
）」
と
「
相
模
原
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
の
現
状
を

伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
目
的
は
、

介
護
予
防
の
普
及
啓
発
や
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
を
発
掘
・
養
成
し
、
高
齢
者
自
ら
の
介

護
予
防
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
も
の
で

す
。
養
成
を
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市
内
各

所
の
介
護
予
防
事
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
、
積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
は
、
活
動
協
力
費

を
１
回
１
，０
０
０
円
の
支
払
い
。（
１
人
当

た
り
年
間
20
回
を
上
限
と
し
、
３
年
間
の

み
）。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
（
さ
が
み

は
ら
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
）
は
、
高

齢
者
が
指
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
場
合
に
実
績
に
応
じ
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
け

報
償
金
と
し
て
還
元
す
る
事
業
で
、
65
歳

以
上
（
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
）
の

方
が
対
象
で
、
報
償
金
の
上
限
は
年
間
５
，

０
０
０
円
。
指
定
の
活
動
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
配
膳
、
移
動
、
傾
聴
、
軽
微
な
活

動
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
予
防
事

業
等
へ
の
手
伝
い
で
、
１
ポ
イ
ン
ト
１
０
０

円
で
10
ポ
イ
ン
ト
未
満
は
切
捨
て
。
上
限
50

ポ
イ
ン
ト
。
年
間
２
１
１
ポ
イ
ン
ト
獲
得
し

た
人
も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

事
業
実
施
の
成
果
と
し
て
、
健
康
に
気
を

つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
自
分
も
人
の
役
に

立
て
た
、
友
人
が
増
え
た
な
ど
、
効
果
が
出

て
い
る
そ
う
で
す
。問
題
点
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
動
調
整
す
る
の
は
困
難
で
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

登
録
し
て
い
て
も
活
動
し
て
い
な
い
人
が
多

く
、
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
て
も
、
申
請
し
な

い
人
も
多
い
そ
う
で
す
。
国
の
指
針
に
よ
り

左
右
さ
れ
ま
す
し
、
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
う
ま
く
活
用
さ
れ
る
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
援
助
を
必
要
と
す
る
人
と
の
調
整
を
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
重
要
か
つ
必
須
と

思
い
ま
し
た
。

今
後
、
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
参

考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
野
市

相
模
原
市

第
１
常
任
委
員
会

視
察
報
告

視
察
報
告

▶
相
模
原
市


